
※、 自治会の困りごと、一緒に考えお手伝いします
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6/5 高島市地域学校協働活動研修会に参加して
講師は、文部科学省国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研
究官の志々田まなみさん。長い肩書きですが学習指導要領を作成して
いる所です。250人在籍の研究所ですが社会教育分野を担っているの
は志々田氏ひとりだそうです。
子どもたちは活動時間の1/2を学校で過ごし、残りの1/2を「学校
を核とした地域」で育ちます。だからこそ地域学校協働活動は本当に
大事です。また今後、日本の人口減少は避けられないので「縮小」で
はなく「縮充」に向けた地域づくりを目指していきたい、と力説され
ました。
例として示された米作りの授業は「植える」「刈る」「1回みんなで食べる」しか学校ではできません。
そこで案として、①収穫した米を放課後子ども教室と共有し、地域の高齢者訪問に活用する。②子ども参
加型の祭りで販売すればバス研修費用に充てられる等、充実した活動の幅が広がります。
学校は全員で同じことをする所ですが、地域に拡がる放課後活動ではやりたいことが見つかり、本当の

キャリア教育につながります。このコーディネートこそが地域学校協働本部の仕事です、とキッパリ！！
この歯切れのよい講演をホワイトボードにイラストでまとめ

ていく勝部千恵さん。初めて目にしたこれをグラフィックレ
コーディングというそうです。要点を余さず記録していく手法
に目が吸い付きました。
「縮小」→「縮充」自治協議会の活動もかくありたいと高

揚感とともに帰途につきました。 【文責 加藤 幸江】

高島に住ん て ～移住者から見た、高島のすてきなところ～
第4回「高島の鴨川納涼床」

高島に住む前、かれこれ10年ほど京都に住んでいました。そのせいか、同じ名前を見かけると少し懐
かしい気持ちになります。そのひとつが「鴨川」。ちょうどこの時期の京都の鴨川といえば、納涼床の
季節。川沿いの旅館や料亭が河原に床（ゆか）と呼ばれる座敷を組み、川のせせらぎを感じながら料理
を味わう。夏の風物詩として知られています。
ところかわって高島の鴨川。はじめて見た時、きれいな水

だと思いました。花崗岩の石や砂は白く、橋の上から覗いて
も魚が見えるくらい水が透き通っています。家の近くにこん
なきれいな川があるって贅沢なことだと感じます。私の住む
黒谷では、砂防ダムから滝のように水が流れ、暑さをしのぐ
のに最適なまさに涼スポット。立っているだけでも十分涼し
いですが、もっと満喫したい時は砂のたまったところにレ
ジャーシートを敷いて即席の床を設置。お腹が空けば懐石料
理の代わりにカップラーメンをズルズルと。同じ鴨川納涼床
でも他にお客さんのいないプライベート感と開放感、そして
涼しさは京都以上です。 【砂防ダムの涼スポット】

もっと源流に近づけば森の中でのひと時を楽しめるのですが・・・。最近は熊との遭遇が心配でしばらく
敬遠気味に。今年は家から近い安全な場所で鴨川納涼床を楽しみたいです。 【文責 福馬俊太郎】



リングリレートーク 「美しい棚田を次世代へ」
橋本昌子

2006年に高島市畑地区の美しい棚田に魅了され、地元の大工さ
んに家を建ててもらい10年間の週末通いを経て2015年に京都から
完全移住しました。しかし、実際に暮らし始めて気づいたのは、耕
作放棄地が増え子どもの声が消えた村の厳しい現実でした。「何か
できることはないか」と考えていたところ、築約80年の空き家と縁
があり、夫婦で改修して2018年に「棚田ハウス」をオープン。同
時に、美しい景観を次の世代へ繋ぐため、仲間を募って棚田保全の
会「せきなお会」を発足しました。
除草剤や肥料を使わない自然栽培の田んぼは非常に手がかかりま
すが、志を同じくする会員たちと、美しい景観を次世代に繋ぐため
奮闘しています。 ミニ

開業から7年、
コロナ禍を乗り越
えた現在では、棚
田ハウスに世界中
からゲストが訪れ、
言葉の壁を越えて
ハグで再会を約束
する日々です。

（棚田ハウスでゲストとともに）
のんびり田舎暮らしの予定でした

が、京都時代より忙しくも充実した
最高の毎日を送っています。

次号は橋本さんご紹介
福馬利恵さん

たかしま地域 伝言板 たかしま地域伝言板 たかしま地域 伝言板
"地域の縁側”で、ちょっといい時間
「そうもんちょっと市」

毎月第二日曜に開催中！ く

次回は7/12（日）10時半～13時半です。
なんにもなくても、のぞくだけ。
お散歩ついでに、手ぶらでどうぞ◎

場所：大溝陣屋 総門（勝野1688）
内容：ミニ野菜販売、コーヒー、
子供向けコーナー（駄菓子釣り）など

7月の予定表
1 水
2 木
3 金
4 土
5

6 月
7 火

お休み
お休み
健康づくり

8 水
9 木 カフェ
10 金
11 土
121 E お休み
13 月 お休み
14 火 建康づくり

15 水
16 木
17 金
18 土
19
20：

21

まちあかり食堂

お休み
お休み
お休み

22
23
24
25
26
27
28

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

お休み
お休み
健康づくり

29
30
31

相談員

★西川孝

★ 竹中寛

★ 中村員奈美
★ 西川利政
（理事会）
★ 川島 清治

★ 加藤 幸江
★廣坂 吉憲

★ 薮内キヨ子

★和田通

★辻 和代

★ 薮内キヨ子
★ 久保田広志

★ 加藤 幸江

・トリ冬
サ

ぐかし

高島地域住民自治協議会
高島市勝野670（高島公民館2F）

開館日：日・月・火・水 （お休みは上記の予定表を覧ください）
相談時間 10時～12時（★相談員が待機しています）
開館時間： 9時～13時（事務スタッフが待機しています）

g：090-2115-9055（お越しの際は、まずはお電話下さい）
https://srt.shiga.jp mail:takashima.juminzichikyou@gmail.com
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